
   
1 

情報活用１級

文部科学省後援 

令和７年度後期 情報検定 

＜実施 令和7年12月21日（日）＞ 

 

１級 
（説明時間 13：20～13：30） 

（試験時間 13：30～14：30） 
 

 

・試験問題は試験開始の合図があるまで開かないでください。 

 

・解答用紙（マークシート）への必要事項の記入は，試験開始の合図と同時

に行いますので，それまで伏せておいてください。 

・試験開始の合図の後，次のページを開いてください。＜受験上の注意＞が

記載されています。必ず目を通してから解答を始めてください。 

・試験問題は，すべてマークシート方式です。正解と思われるものを１つ選

び，解答欄の をＨＢの黒鉛筆でぬりつぶしてください。２つ以上ぬりつ

ぶすと，不正解になります。 

・辞書，参考書類の使用および筆記用具の貸し借りは一切禁止です。 

・電卓の使用が認められます。ただし，下記の機種については使用が認めら

れません。 

＜使用を認めない電卓＞ 

１．電池式（太陽電池を含む）以外
．．

の電卓 

２．文字表示領域が複数行ある電卓（計算状態表示の一行は含まない） 

３．プログラムを組み込む機能がある電卓 

４．電卓が主たる機能ではないもの 

＊パソコン（電子メール専用機等を含む），携帯電話，スマートフォン，

タブレット，電子手帳，電子メモ，電子辞書，翻訳機能付き電卓，

音声応答のある電卓，電卓付き腕時計，時計型ウェアラブル端末等 

５．その他試験監督者が不適切と認めるもの 

 

一般財団法人 職業教育・キャリア教育財団 
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情報活用１級

 

＜受験上の注意＞ 

 

１．この試験問題は15ページあります。ページ数を確認してください。 

乱丁等がある場合は，手をあげて試験監督者に合図してください。 

※問題を読みやすくするために空白ページを設けている場合があります。 

 

２．解答用紙（マークシート）に，受験者氏名・受験番号を記入し，受験番号下欄の数字

をぬりつぶしてください。正しく記入されていない場合は，採点されませんので十分注

意してください。 

 

３．試験問題についての質問には，一切答えられません。自分で判断して解答してくださ

い。 

 

４．試験中の筆記用具の貸し借りは一切禁止します。 

 

５．試験を開始してから30分以内は途中退出できません。30分経過後退出する場合は，も

う一度，受験番号・マーク・氏名が記載されているか確認して退出してください。なお，

試験終了５分前の合図以降は退出できません。試験問題は各自お持ち帰りください。 

 

６．試験後の合否結果（合否通知），および合格者への「合格証・認定証」はすべて，Ｗｅｂ

認証で行います。 

①情報検定（J検）Ｗｅｂサイト合否結果検索ページ及びモバイル合否検索サイト上で，

ディジタル「合否通知」，ディジタル「合格証・認定証」が交付されます。 

 ②団体宛には合否結果一覧ほか，試験結果資料一式を送付します。 

 ③合否等の結果についての電話・手紙等でのお問い合わせには，一切応じられませんの

で，ご了承ください。 
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問題１ 次の情報の整理・分析技法に関する記述を読み，各設問に答えよ。 

 

QC(品質管理)とは，製造現場などで製品の品質の維持や不良品の発生防止のために

活用されている手法である。代表的な技法には，  (1)  な数値データを分析する

QC 七つ道具と，  (2)  な言語データを整理し活用する新 QC 七つ道具があり，現在

はさまざまな情報の整理や分析に使用されている。 

QC 七つ道具の主なものに，図１～３などがある。 

 

     

          図１                  図２ 

販
売
数
量

価格
 

       図３ 

 

図１は  (3)  であり，データを幾つかの項目に分類し，項目ごとに集計した数

が多い順に棒グラフを作成し，その累積比率を示した折れ線グラフを重ねる。全体に

占める累計割合を見ることにより管理上の重要項目を明確にできる。 

図２は  (4)  であり，製品の製造過程などで特性値をプロットし，製造工程が

管理限界内で安定した状態にあるかどうかを判断する。図の中心に平均値を表す中央

線と限界線を引き，品質不良や工程の異常を検出して不良原因の除去や再発防止に役

立てる。 

図３は  (5)  であり，あるデータ間に相関関係があると思われる場合，その２

種類のデータをそれぞれ縦軸と横軸にとって対応点をプロットする。基本的には対応

点が右肩上がりの場合は正の相関，右肩下がりの場合は負の相関があると判断する。 
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＜設問１＞ 記述中の  (1)  に入れるべき適切な字句を解答群から選べ。 

 

(1)，(2) の解答群 

ア．印象的   イ．定性的  

ウ．定量的   エ．論理的 

 

(3) ～ (5) の解答群 

ア．アローダイアグラム  イ．管理図 

ウ．系統図   エ．散布図 

オ．特性要因図   カ．パレート図 

 

 

＜設問２＞ 次のあるパン屋の事例における QC 七つ道具の利用に関する記述中の 

  (1)  に入れるべき適切な字句を解答群から選べ。 

 

ブレット J 店は，創業 20 年のパン屋である。ブレット J 店では，気温による売上の

変動と曜日による来客の変動の関係を  (6)  によって分析した需要予測に基づい

た生産計画を立てている。また，製造においても，パンの重量が一定範囲内に収まっ

ているか監視をすることにより平均重量やばらつきを分析し，異常値が出た場合にす

ぐに対処できるように  (7)  を使用している。最近，パンの形が崩れたり，焼きム

ラができたりなどの問題が発生している。｢材料｣や｢作業方法｣，｢設備｣などの要因が

どのように影響しているかを  (8)  を用いて原因を究明した。 

このような手法を組み合わせることで，品質管理や業務改善をより効果的に行って

いる。 

 

(6) ～ (8) の解答群 

ア．PDPC    イ．管理図 

ウ．散布図   エ．特性要因図  

オ．マトリクス図   カ．連関図 
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問題２ 次のコンピュータの動作に関する記述を読み，各設問に答えよ。 

  

コンピュータ内部では制御装置などの装置間の同期をとり，処理にずれが生じない

ようにクロックジェネレータが一定の周期で信号を発振させている。この動作基準と

なる信号をクロック信号，１秒当たりのクロック信号数をクロック周波数と呼び，単

位としてHzを用いる。 

 

＜設問１＞ 次のクロック信号に関する記述中の  (1)  に入れるべき適切な字句を

解答群から選べ。 

 

１命令の実行に要するクロック数を，CPI(Cycles Per Instruction)と呼び，命令の

種類によって異なる。各命令の実行に必要なクロック数とその出現頻度が表のような

とき，１命令の実行に必要な平均クロック数は （1）  クロックとなる。 

これをクロック周波数 2.0GHz の CPU で実行すると，平均命令実行時間は 

 （2）  となり，１秒間に実行できる平均命令実行数は （3）  GIPS(ギガ命令/

秒)となる。 

   

表 命令に必要なクロック数と出現頻度 

命令種別 必要なクロック数 出現頻度(%) 

ロード・ストア命令 6 30 

論理演算命令 4 10 

算術演算命令 3 40 

入出力命令 8 20 

 

(1) の解答群 

ア．0.25    イ．5.0    ウ．5.25    エ．21.0 

 

(2) の解答群 

ア．0.5 ナノ秒   イ．0.5 ピコ秒  

ウ．2.5 ナノ秒   エ．2.5 ピコ秒 

 

(3) の解答群 

ア．0.2  イ．0.4  ウ．2  エ．4 
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＜設問２＞ 次のトランザクション処理に関する記述中の  (1)  に入れるべき適切

な字句を解答群から選べ。 

 

プロセッサの性能が 2.5 GIPS のコンピュータがある。１件のトランザクションに

ついて 100 万ステップの命令実行を必要とするアプリケーションプログラムを，この

コンピュータで処理すると平均  (4)  マイクロ秒を要する。また，この条件下で

のトランザクション処理能力は  (5)  件/秒である。 

 

(4) の解答群 

ア．10 イ．40 ウ．100 エ．400 

 

(5) の解答群 

ア．125 イ．250 ウ．1250 エ．2500 
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問題３ 次のネットワークの利用に関する記述を読み，各設問に答えよ。 

 

社内ネットワークでは，IP アドレスの設計ミスや誤設定による通信トラブルを防ぐ

ための知識が求められる。 

 

＜設問１＞ 次の IP アドレスに関する記述中の       に入れるべき適切な字句を解

答群から選べ。 

 

J 社のネットワーク構成は下図のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 J 社のネットワーク構成図 

 

J 社ではクラスレスのアドレス設計で各 PC を接続する社内ネットワークを構築し

ている。このネットワークにおいてサブネットマスクを 192.168.1.0/27 と設定した

場合，利用可能な IP アドレスの最大数は  (1)  である。また，このネットワーク

に接続する PC に設定できる IP アドレスには  (2)  がある。 

次に，LAN 内の接続状況を整理するために，LAN 内のすべての PC の IP アドレスを

手動にて再設定したところ，特定の PC においてインターネットへの接続ができない

トラブルが発生した。LAN 内の他の PC に問題が発生していないことを踏まえると 

  (3)  可能性がある。 

ネットワーク内に設定する PC の IP アドレスは，  (4)  を使用し動的にアドレ

ス設定することにより，IP アドレスの重複設定を防ぐことができる。 

 

  

J 社 

ルータ 

ファイアウォール 

・・・ 

インターネット 

Web サーバ DNS サーバ メールサーバ 

PC PC PC PC 
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(1) の解答群 

ア．30  イ．32  ウ．62  エ．64 

 

(2) の解答群 

ア．192.168.1.0   イ．192.168.1.2 

ウ．192.168.1.31   エ．192.168.5.2 

 

(3) の解答群 

ア．特定の PC に設定した IP アドレスが重複している 

イ．ルータの IP アドレスの設定が誤っている 

ウ．ルータの LAN ケーブルが接続されていない 

 

(4) の解答群 

ア．DHCP    イ．DNS 

ウ．フィルタリング  エ．ルーティング 

 

 

＜設問２＞ 次のサーバに関する記述中の       に入れるべき適切な字句を解答群

から選べ。 

 

サーバは Web サーバや DNS サーバなどさまざまなものがあり，セキュリティや役割

に応じたネットワークの分離が重要である。外部公開が前提である Web サーバや DNS

サーバは DMZ に設置されることが一般的である。一方，社内の機密データを扱う DB

サーバは  (5)  に設置される。 

DMZ に配置された Web サーバが外部から HTTP 通信を受け付けるためには  (6)   

番ポートを開放する必要がある。また，同じ DMZ に配置された DNS サーバの主な役

割は  (7)  と IP アドレスの相互変換である。 

 

(5) ，(7) の解答群 

ア．ドメイン名   イ．プライベート IP アドレス 

ウ．メールアドレス  エ．社外 LAN 

オ．社内 LAN 

 

(6) の解答群 

ア．21  イ．25  ウ．80  エ．443 
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問題４ 次の情報ネットワーク社会への対応に関する記述を読み，各設問に答えよ。 

 

クラウドコンピューティングとは，ネットワーク経由で，クラウドサービス提供事

業者が用意した様々なリソースやサービスを利用する形態のことである。 

 

＜設問１＞ 次のサーバの利用に関する記述を読み，  (1)  に入れるべき適切な字

句を解答群から選べ。 

 

業務でサーバを利用する場合，専用サーバや周辺機器を購入し自社内で管理をする 

  (1)  と ISP などの通信事業者が提供するサービスを利用する場合がある。 

ISP などの通信事業者が提供するサービスには，顧客企業が用意したサーバやネッ

トワーク機器などを，通信事業者に預けて運用・管理をしてもらう  (2)  や，通信

事業者が用意したサーバやネットワーク機器を借りる  (3)  などがある。 

 

(1) ～ (3) の解答群 

ア．アウトソーシングサービス  イ．オンプレミス 

ウ．ハウジングサービス   エ．ファジング 

オ．ホスティングサービス 

 

＜設問２＞ 次のクラウドサービスの利用に関する記述を読み，  (1)  に入れるべ

き適切な字句を解答群から選べ。 

 

クラウドサービスを利用形態で分類すると，次の表のようになる。 
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表 クラウドサービスの利用形態 

サービス名 説  明 

 

   (4)   

利用者の目的に合わせて，システムを動作させるために必要な

ハードウェアや通信環境を提供する。利用者はハードウェアやソ

フトウェアの追加が柔軟にできる。 

   (5)   

アプリケーション開発に必要なリソースと OS，ミドルウェアを提

供する。利用者は，ソフトウェア開発に必要な環境構築に要する

時間や労力が不要なため，初期費用・運用コストを抑えて独自の

アプリケーションを開発することができる。 

   (6)   

ソフトウェアの各機能を独立したサービスとして部品化すること

によって，必要な機能を必要な分だけ必要な時に提供できる。利

用者は，ソフトウェアの管理に手間がかからないうえ，いつでも

最新状態の機能を利用できる。 

   (7)   

どの端末からでも同じデスクトップ環境を提供することができ

る。利用者は，クラウド上で提供している Windows デスクトップ

環境を MacOS から利用して Windows 専用のアプリケーションを実

行することもできる。 

 

クラウドコンピューティングでは，アプリケーションやデータがクラウド上に存在

すれば，ネットワーク経由でいつでも利用することができる。利用開始は，利用申し

込みと支払いが終わればすぐに可能である。データ保存容量や使える機能を増減した

い場合も，プランの変更をするだけですぐに対応できる。ただし，インターネットに

接続できないと利用できなくなるため，災害時などには注意が必要である。 

 

(4) ～ (7) の解答群 

ア．DaaS  イ．IaaS ウ．PaaS エ．SaaS 
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問題５ 次のマルウェアに関する記述を読み，設問に答えよ。 

 

コンピュータに被害を与えることを目的とした悪意のあるソフトウェアは，コン

ピュータウイルスやワームなどと呼ばれていたが，これらを総称する言葉としてマル

ウェアが使われている。マルウェアを検知して感染を防いだり駆除したりするにはセ

キュリティソフトを用いる。 

 

＜設問１＞ 次のマルウェアの動作に関する記述に最も関係の深い字句を解答群から

選べ。 

 

(1) 正規のソフトウェアを装って侵入するものである。侵入経路としては，無料ソフ

トウェアとしてダウンロードされたものが利用される場合がある。システムの破壊

やデータの外部送信，バックドアの作成などの行動をする。 

 

(2) コンピュータの画面に広告を表示することを目的としたソフトウェアで，ユー

ザーの同意なしにインストールされて広告を表示したり個人情報の収集を行う。 

 

(3) コンピュータのデータを暗号化して業務に支障を与える。暗号化の解除に金銭を

要求するが，支払ったとしても解除できる保証はない。 

 

(4) コンピュータに潜伏して不正アクセスを手助けする様々なツールをパッケージ

化したもので，他のマルウェアの活動を助けるものが多い。例えば，ファイルやフォ

ルダを見えなくする，ログを改ざんする，セキュリティソフトウェアや OS の機能を

無効化するなどの行為が行われる。発見や削除が困難で，長期間にわたって活動が

継続されることもある。 

 

(5) 自動実行するプログラムを指す言葉であるが，悪意のある攻撃者による指令を実

行するものはセキュリティ対策の対象となる。これに感染すると DDoS 攻撃の踏み

台になることがあり，多くの事前に乗っ取っておいたコンピュータによるネット

ワークを構成して大規模な攻撃基盤となることがある。 

 

(6) ソフトウェア型とハードウェア型があり，コンピュータに入力された情報を記録

してパスワードやクレジットカードの情報を盗用する。 

 

(1) ～ (6) の解答群 

ア．アドウェア    イ．キーロガー 

ウ．スパイウェア    エ．ソーシャルエンジニアリング 

オ．トロイの木馬    カ．ボット 

キ．ランサムウェア   ク．ルートキット 
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＜設問２＞ 次の操作の中で，マルウェアに感染する可能性があるのはどれか。 

 

(A) マルウェアに感染した USB メモリをコンピュータに挿入したが，USB メモリの内

容を参照したり実行したりしていない。 

(B) セキュリティソフトウェアのデータを常に更新しているので，マルウェアに感染

する心配をせずに，インターネットで配布されている様々なフリーソフトをダウン

ロードして実行している。 

(C) 電子メールに添付されていた PDF ファイルを開いた。 

 

(7) の解答群 

ア．(A)   イ．(B)   ウ．(C) 

エ．(A)と(B)  オ．(B)と(C)  カ．(A)と(C) 

キ．(A)と(B)と(C) ク．該当なし 
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問題６ この問題で使用する表計算ソフトの仕様を読み，各設問に答えよ。 

 

この問題で使用する表計算ソフトの仕様は下記のとおりである。 

AVERAGE 関数 

指定した範囲に含まれる数値の平均値を返す。 

書式：AVERAGE(範囲) 

 

CONCATENATE 関数 

複数の文字列を結合して１つにまとめた文字列を返す。 

書式：CONCATENATE(文字列１, 文字列２, …) 

 

COUNTIF 関数 

指定した範囲に含まれるセルのうち，条件に一致するセルの個数を返す。  

書式：COUNTIF(範囲，条件) 

 

INDEX関数 

範囲の左上端から行と列をそれぞれ1，2，…と数え，範囲に含まれる行位置と列

位置で指定したセルの値を返す。 

書式：INDEX(範囲, 行位置, 列位置) 

 

MATCH関数 

検査範囲から検査値が存在するセルの相対的な位置を返す。位置は1から始まる

相対的な値である。検査範囲は1行または1列である。検査の型は，検査値と等し

い最初の値を検索する場合は0，検査値以下の最大の値を検索する場合は1，検査

値以上の最小の値を検索する場合は-1を指定する。 

書式：MATCH(検査値, 検査範囲, 検査の型) 

 

ROUNDUP 関数 

指定した桁で値を切り上げる。桁数が正の数であれば小数点以下，負の数であ

れば小数点以上の桁になる。例えば，１にすると小数点以下第2位以下の桁を切

り上げて小数点以下第１位までを表示し，-1にすると１の位以下の桁を切り上

げる。 

書式：ROUNDUP(値，桁数) 

 

SUM 関数 

指定した範囲に含まれる数値の合計値を返す。 

書式：SUM(範囲) 
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SUMPRODUCT 関数 

同じ行数と列数をもつ２つの範囲において，相対位置が同じ要素同士の積を計

算してその合計を返す。 

書式：SUMPRODUCT(範囲１, 範囲２) 

 

式  

＝に続いて計算式や関数などを入力する。  

 

セル番地の絶対参照 

セル番地に＄を付けることで，絶対番地（絶対参照）を表す。   

 

別シートの参照  

シート名に「！」を付けてセル位置を指定することにより，別のシートを参照で

きる。 例：シート名「集計」のセルA1を参照する場合は，「集計!A1」と記述する。 

 

Ｊ大学で情報の講座を担当しているＸ先生は，受講している 20 名の学生が提出し

たレポートの評価を表計算ソフトで管理している。今期の授業が終了したので，Ｘ先

生はレポートの評価と筆記試験の評価を合わせた成績を計算して大学の教務部へ提

出しなければならない。 

 

［レポートシートについて］ 

Ｘ先生は「レポート」シートに提出されたレポートの評価をまとめている。今期は

３つ出題しており，最高を 5，最低を 1 とした５段階評価で入力した。なお，レポー

トを提出していない場合は未入力である。シートの 21 行までデータを入力した。 

   

図１ 「レポート」シート 

 

＜設問１＞ 次の「レポート」シートの集計に関する記述中の  (1)  に入れるべき

適切な字句を解答群から選べ。 

 

「レポート」シートの F 列に，3 つのレポートの評価を平均して 20 倍した値を表示

する。ただし，未提出のレポートは 0 点として計算し，小数点以下は切り上げる。 

その後，レポート評価の高い学生を調べたいので点数の降順に並べ替えた。 

学籍番号 氏名 No1 No2 No3 
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図２ レポート点を計算して並べ替えた「レポート」シート 

 

・セル F2 に次の式を入力した。この式は，セル F3～F21 に複写する。 

＝  (1)   

 

(1) の解答群 

ア．ROUNDUP(AVERAGE(C$2:E$2) * 20, 0) 

イ．ROUNDUP(AVERAGE(C3:E2), 0) * 20  

ウ．ROUNDUP(SUM(C2:E2) / 3, 0) 

エ．ROUNDUP(SUM(C2:E2) / 3 * 20, 0) 

 

 

［定期試験シートについて］ 

期の中で定期試験（中間試験と期末試験）を行った。Ｘ先生の定期試験では Web

フォームを利用して学生に解答を入力させた。Web フォームには配点と正解を設定す

ると自動採点する機能があり，Ｘ先生はその結果をダウンロードして「定期試験」シー

トに入力した。定期試験は受講生全員が解答しており，41 行まで入力してある。なお，

ダウンロードしたデータの並びは解答を受け付けた順に並んでおり，区分は 1 が中間

試験，2 が期末試験である。 

また，後の処理でデータを検索するために区分と学籍番号を結合した値を D 列に表

示する。セル D2 に「＝CONCATENATE(C2, A2)」を入力した。この式は，セル D3～D41

に複写する。 

  

図３ 「定期試験」シート 
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＜設問２＞ 次の「評価」シートの作成に関する記述中の  (1)  に入れるべき適切

な字句を解答群から選べ。 

 

レポート評価と定期試験の結果をまとめた「評価」シートを作成する。 

 

図４ 「評価」シート 

 

・A 列の学籍番号と B 列の氏名は，「レポート」シートから複写して学籍番号の昇順に

並べ替えた。 

・C 列は「レポート」シートの点数を参照して表示する。セル C3 に次の式を入力した。

この式は，セル C4～C22 まで複写する。 

＝INDEX(  (2)  , MATCH(A3,   (3)  , 0) ,1) 

 

・D 列の試験区分１の点数は，「定期試験」シートを参照して表示する。セル D3 に次

の式を入力した。この式は，セル D4～D22 およびセル E3～E22 に複写する。 

＝INDEX(  (4)  , MATCH(CONCATENATE(D$2, $A3),   (5)  , 0), 1) 

 

・F 列の総合点は，レポート，中間（試験区分が 1），期末（試験区分が 2）の各点数

に重みを掛けたものを合計して表示する。重みはセル I2～K2 に格納している。例え

ば，学籍番号 S01002 の学生は 94×0.4＋80×0.4＋90×0.2＝87.6 となり，小数点以

下を切り上げて 88 となる。セル F3 に次の式を入力した。この式は，セル F4～F22

に複写する。 

＝ROUNDUP(  (6)  , 0) 

 

(2) ，(3) の解答群 

ア．レポート!A$2:A$21   イ．レポート!$A2:$A21 

ウ．レポート!$A2:A$21   エ．レポート!F$2:F$21 

オ．レポート!$F2:$F21   カ．レポート!$F2:F$21 

 

(4) ，(5) の解答群 

ア．定期試験!$B$2:$B$41   イ．定期試験!$B2:$B41 

ウ．定期試験!B$2:B$41   エ．定期試験!$D$2:$D$41 

オ．定期試験!$D2:$D41   カ．定期試験!D$2:D$41 
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(6) の解答群 

ア．SUMPRODUCT(C$3:E$3, I$2:K$2) イ．SUMPRODUCT(C$3:E$3, I2:K2) 

ウ．SUMPRODUCT(C3:E3, I$2:K$2)  エ．SUMPRODUCT(C3:E3, I2:K2) 

 

 

＜設問３＞ 次の「集計」シートの作成に関する記述中の  (1)  に入れるべき適切

な字句を解答群から選べ。 

 

「評価」シートの総合点をもとに，成績表に表示する評価値ごとの人数を集計した

「集計」シートを作成する。成績表の評価値は，90 点以上が S ランク，80 点以上 89

点以下が A ランク，70 点以上 79 点以下が B ランク，60 点以上 69 点以下が C ランク，

60 点未満が D ランクである。 

 
図５ 「集計」シート 

 

・A 列にはランク，B 列と C 列には，ランクごとの最小点と最大点を入力した。 

 

・セル D2 に S ランクの人数を表示するため次の式を入力した。 

＝  (7)   

 

・セル D3 に A ランクの人数を求めるため次の式を入力した。この式は，セル D4～D6

に複写する。 

＝  (8)   

 

(7) の解答群 

ア．COUNTIF(評価!F3:F22, ">90")  イ．COUNTIF(評価!F3:F22, ">=90") 

ウ．COUNTIF(評価!F3:F22, "<100") エ．COUNTIF(評価!F3:F22, "<=100") 

 

(8) の解答群 

ア．COUNTIF(評価!F$3:F$22, CONCATENATE("<", B3)) - SUM(D$2:D2) 

イ．COUNTIF(評価!F$3:F$22, CONCATENATE("<", C3)) - SUM(D$2:D2) 

ウ．COUNTIF(評価!F$3:F$22, CONCATENATE(">=", B3)) - SUM(D$2:D2) 

エ．COUNTIF(評価!F$3:F$22, CONCATENATE(">=", C3)) - SUM(D$2:D2) 
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＜メモ欄＞ 
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＜メモ欄＞ 
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